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Doxycyclinehydrochlorideの 臨 床 的 研 究

部長 生亀芳雄 工藤三郎筧 龍二 小川秀彌

関東逓信病院泌尿器科

は じ め に

Doxycyclin.ehydrocloride(DOTC),す な わ ち

VibramycinはPfizer研 究所 において,メ タサ イ ク リ

ンか ら合成 された新 しい広領域 抗生物質で ある。

従来のテ トラサ イ ク リン系の もの と くらべて いろいろ

の特性が あるが,少 量 の投与によつて高 い血 申濃度が え

られ ることが もつと も特 徴的であ る。

以下,我 々の所で おこなつた2,3の 基礎的実験 な ら

びに臨床成績 につ いてのべ る。

血 中 濃 度

BacilltiScereusを 使用 し,カ ップ法 に準 じて血中濃

度の測定を お こなっ た。

1)DOTC200mg経 口投与時 の血 中濃 度

図1は1回 にDOTC200mgを3例 に経 口投与 した

さいの血中濃度 の平均値 を しめ した もので ある。

投与 後2時 間で2.1mcg/ml,4時 間 では2・60mcg/m1

とな り,24時 間で は0.84mcg/mlで あつた。

2)DOTC200mgとTC1,000mg経 口投 与時の

血 中濃度の比較

図2は 健 康成人2名 に厳重 な食事制 限下 に,DOTC

200mgとTC1,000mgを 経 ロ投与 し,crossover

したさいの血中濃度 を比較 した ものであ る。

DOTCは2時 間で それぞれ6。0,4.5mcg/m1と 上 述

の平均値 よ り高い値 を しめ してい る。TCに おいては2

時間で4.5,1.7皿cg/mlと い う値 であ る。

DOTC200mg経 口投 与時の方がTC1,000mg投 与

図1DOTC200mg経 口投与時 の血中濃度

(3例 平均)

時 よ り1,2時 間 における血 中濃度 は高 いが,4時 間で

はそれほ どの差異を認 めなかつた。

尿 中 排 泄 量

1)DOTC200mg経 ロ投与 時の尿 中排泄 量

図3は5例 にDOTC200mgを 経 口投与 したさいの

尿 申排泄量の平均値 を しめ した もので あ る。

投与後2時 間 まで の排泄 量は平均2.95mgで,24時

間後 では8.75mgで ある。 その回収率 は高 い もので約

10%で あつた。

2)DOTC200mgとTC1,000mgを 経 ロ投与時

の尿 中排泄量 の比較

図2血 中 濃 度
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図3DOTC200mg経 口投与時 の尿 中排泄量
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表1臨 床 成 績
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図4尿 中排泄量
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図4は さきほ どのべたcrossoverし た2例 に っic・

て,そ れぞれ尿中排泄量を比較 した ものであ る。

尿 量な どの影響 によつ てDOTC200mg経 口投与 の

場合 の方 が,TC1,000mg経 口投与時 に くらべ て尿 中

排泄量 が幾分高 いよ うな傾 向がみ られ る。 しか し例 えば

投与後1時 間 か ら2時 間 までの間の尿 中濃度 と比較す る

と,DOTCで はそれぞれ1.5,1.25mcg/ml,TCで は

3・1,5・Omcg/m1とTCの 方がDOTCよ り2～4倍

の尿 申濃度で あつ た。

臨 床 成 績

表1はDOTCを 使用 した20例 の成績 をま とめた も

のであ る。

疾患の うちわ けは単純な感染症が,急 性腎孟 腎炎2,
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図5急 性 腎 孟 腎炎(53歳 ♂)
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急性 膀胱炎13,急 性副畢丸炎2例 の17例 であ る。尿通

過 障害 な どを伴な う複雑 な感染症 は,感 染性嚢胞腎,膀

胱憩室 炎,膀 胱頸部硬化症 などが各1例 であ る。

自覚 症状,尿(尿 道分 泌物)所 見,細 菌所見,T.T.C.

反応 な どが,全 く正常 あ る い は 陰性 化 した ものを著効

(昔),こ れ らの ものの一部 が正 常あ るいは陰性化 した も

の を有 効(+),全 部が不変 の ものを無 効(一)と した。

著効 を しめ した ものを もつて有 効率 を出 してみ ると,

単純 な感 染症 にお いては17例 の うち13例 がi著効で,そ

の有効 率は76.5%で あ る。

複 雑 な感染症で は当然 の ことなが ら著効例はな く,有

効 な ものが1例 み られ たのみであ る。

菌種別 の成 績で は変形菌,緑 膿菌などは消失 しなかっ

た。

副作用 は胃腸 障害を訴え た ものが3例 で,そ の発現率

は15%で あ る。

な お,血 色素 量,赤 血球数,白 血 球数な ど の 血 液 所

見,尿 素 窒素,Na,Cl,K,チ モール混濁反応な どの

血液化学所見 はいずれ も投与前 と後 に異 常な変動はみ と

め られ なかつ た。

図5は 急性 腎孟 腎炎 にDOTCを 使用 して,著 効をみ

とめた1例 を しめ した もので ある。

下熱 をみとめ ると同時 に尿所見 は正常化 し,大 腸菌 も

陰性 となつた。

ま と め

DOTCの 血中濃度,尿 中排 泄量,ま た そのTCと の

比較検討 をお こなった。

臨床成績 はその有 効率 は76.5%で,副 作用の発現率

は15%で あつ た。

本剤 はは じめ にのべた よ うな特性 を有 し,臨 床的に も

有効 な抗 生物 質 といい うる。
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A CLINICAL STUDY ON DOXYCYCLINE HYDROCHLORIDE

 YOSHIO IKI, SABURO  KUDO,  RYUJI  KAKEI 

          & HIDEYA OGAWA 

Department of Urology, Kanto Teishin Hospital

 1) The peaks of serum level of doxycycline hydrochloride in normal subjects after oral administration 

of 200 mg were between  4.5 and  6.0  mcg/ml, and those of tetracycline in normal subjects after oral 

administration of  1,  000  mg were between  1.7 and  4.5  mcg/ml. 

 2) The urinary concentrations of doxycycline hydrochloride in normal subjects after administration 

of 200 mg were between  1.25 and  1.5 mcg/ml, and those of tetracycline in normal subjects after 

administration of  1,  000 mg were between  3.  1 and  5.0 mcg/ml. 

 3) Effective results were obtained in  76.5 % of simple urinary infections. 

 4) No significant side effect was observed, but nausea, vomiting and loss of appetite were observed in 

3 out  of 20 cases.




